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渡
り
ま
す

歩
い
て
ま
す 

」

元
気
な
命
が

６ 11
660

　

全
国
道
路
利
用
者
会
議
第
74

回
全
国
大
会
の
開
会
に
あ
た

り
、
吉
田
満
全
国
大
会
実
行
委

員
会
委
員
長
（
青
森
県
深
浦
町

長
）
が
挨
拶
を
行
っ
た
。
続
い

て
、
古
賀
誠
全
国
道
路
利
用
者

会
議
会
長
が
、
次
に
、
山
本
巧

道
路
局
長
（
国
土
交
通
大
臣
代

理
）
が
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

地
元
か
ら
は
宮
下
宗
一
郎
青

森
県
知
事
、
西
秀
記
青
森
市
長

が
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

議
長
に
は
、
庄
子
清
一
全
国

道
路
利
用
者
会
議
副
会
長
（
宮

城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
を

指
名
し
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　

は
じ
め
に
、
山
本
知
也
全
国

大
会
実
行
委
員
会
委
員
（
青
森

県
む
つ
市
長
）
か
ら
道
路
整
備

を
求
め
る
意
見
発
表
が
行
わ
れ

た
。
続
い
て
、
大
会
決
議
案
を

森
山
慶
一
全
国
大
会
実
行
委
員

会
副
委
員
長
（
青
森
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
会
長
）
が
朗
読
し
、
全

員
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。
ま

た
、
役
員
の
一
部
改
選
に
つ
い

て
も
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お

り
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
、
来
年
度
の
第
75
回
全

国
大
会
に
つ
い
て
、
杉
本
博
文

福
井
県
道
路
利
用
者
会
議
会
長

（
福
井
県
池
田
町
長
）
か
ら
発

言
が
あ
り
、
令
和
７
年
10
月
に

福
井
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

賛
成
多
数
で
了
承
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
平
田
博
幸
全
国
大

会
実
行
委
員
会
副
委
員
長
（
青

森
県
藤
崎
町
長
）
の
閉
会
の
辞

に
よ
り
大
会
が
終
了
し
た
。

　

大
会
後
、
あ
べ
こ
う
じ
氏

（
お
笑
い
芸
人
）
に
よ
る
講
演

会
「
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
に
な
れ
る
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
Ｕ
Ｐ
法
」
が
行

わ
れ
、
終
了
後
に
、
３
コ
ー
ス

に
分
か
れ
道
路
視
察
が
行
わ
れ

た
。《

関
連
記
事
は
２
・
３
面
》

　

今
日
は
、
誠
に
ご
多
忙
の
中

に
、
宮
下
青
森
県
知
事
、
西
青

森
市
長
を
は
じ
め
、
青
森
県
の

代
表
さ
れ
る
多
く
の
方
々
に
こ

の
大
会
に
ご
来
賓
と
し
て
ご
出

席
を
賜
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
の
山

本
道
路
局
長
、
東
日
本
高
速
道

路
株
式
会
社
の
由
木
社
長
を
は

じ
め
、
多
く
の
関
係
者
の
皆
様

に
ご
臨
席
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
日
頃
の
ご
指
導
と

合
わ
せ
ま
し
て
、
御
礼
と
感
謝

を
申
し
上
げ
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

実
は
、
青
森
県
で
全

国
大
会
を
開
催
す
る
の

は
、
74
回
の
会
を
重
ね

ま
す
が
今
年
が
初
め
て

で
ご
ざ
い
ま
す
。
吉
田

満
全
国
大
会
実
行
委
員
会
委
員

長
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
委
員

の
皆
さ
ん
方
も
ご
出
席
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
１
年
間
に

渡
り
ま
し
て
ご
準
備
を
い
た
だ

き
、
今
大
会
を
こ
の
よ
う
に
立

派
に
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
た
こ
と
を
あ
ら
た
め

て
御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
特
に
青
森
県
・
青
森
市
の

関
係
者
の
皆
様
に
も
大
変
な
温

か
い
お
も
て
な
し
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち

と
同
時
に
、
私
も
何
回
か
青
森

を
お
尋
ね
い
た
し
て
お
り
ま
す

が
感
激
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。

　

委
員
長
の
方
か
ら
も
す
で
に

話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
も

元
日
に
能
登
半
島
で
大
き
な
地

震
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
日
本

列
島
、
台
風
・
大
雨
と
毎
年
の

こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
年

は
特
に
甚
大
な
被
害
が
生
じ
ま

し
た
。
被
災
者
の
皆
様
に
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
同
時

に
、
国
土
の
あ
り
方
を
あ
ら
た

め
て
私
た
ち
は
、
し
っ
か
り
と

安
心
し
、
そ
し
て
未
来
に
向
か

っ
て
の
国
土
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
さ
ら
に
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
く
時
期
を
迎
え
て
い
る
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
皆
様
方
と
一

緒
に
共
有
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
は
、
本
州
最
北
の
地
、

青
森
ま
で
、
こ
の
会
場
、
溢
れ

ん
ば
か
り
の
皆
様
が
全
国
か
ら

ご
参
集
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

案
内
の
と
お
り
、
全
国
道
路
利

用
者
会
議
は
、
昭
和
24
年
に
ま

だ
日
本
の
国
が
焼
け
野
原
の
中

か
ら
「
道
路
こ
そ
国
の
力
で
あ

り
、
人
の
命
」
を
理
念
と
し

て
、
先
人
・
先
達
が
設
立
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
、
こ

の
長
い
歴
史
の
あ
る
全
国
道
路

利
用
者
会
議
の
会
長
と
し
て
歴

史
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
の
会
を
次

世
代
に
ど
う
繋
い
で
い
く
の

か
。
人
の
命
を
国
の
力
と
す
る

理
念
を
、
今
後
ど
う
実
現
し
て

い
く
の
か
。
そ
の
責
任
の
重
さ

を
痛
感
す
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
。

　

私
た
ち
は
、
今
大
会
を
新
た

な
出
発
点
と
し
て
、
当
面
の
諸

課
題
に
勇
気
と
自
信
と
誇
り
を

も
っ
て
立
ち
向
か
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
な
に

よ
り
も
厳
し
い
財
政
の
中
で
あ

り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
ら
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
財

源
の
確
保
と
い
う
も
の
は
、
困

難
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
今
日
お
集
ま
り
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
の
道
路
整
備
、
ま

た
、
そ
の
道
路
を
ど
う
利
用
し

て
い
く
の
か
、
利
用
者
側
の
立

場
と
し
て
の
お
考
え
、
こ
う
し

た
皆
様
が
こ
の
よ
う
に
集
ま
り

い
た
だ
い
た
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

こ
そ
、
こ
の
力
こ
そ
、
こ
の
魂

こ
そ
が
、
私
ど
も
の
目
的
と
す

る
財
源
確
保
を
な
し
え
、
そ
し

て
未
来
へ
の
国
土
強
靱
化
の
基

礎
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
だ

と
信
じ
、
前
に
向
か
っ
て
邁
進

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
参
集
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
結

束
と
力
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
賜
り

ま
す
よ
う
に
お
願
い
を
申
し
上

実施中期計画の速やかな策定を！実施中期計画の速やかな策定を！
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長
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青
森
県
藤
崎
町
長

　

全
国
道
路
利
用
者
会
議
は
、
去
る
10
月
10
日
（
木
）
青
森
県
青
森
市
の
「
リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
青
森
」
に
お
い
て
、
『
第
74
回
全
国
大
会
（
臨
時
総
会
）
』
を
開
催
し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
関
係
者
約
１
，
０
０
０
名
が
参
加
し
、
山
本
巧
道
路
局
長
（
国
土
交
通
大
臣
代

理
）
、
宮
下
宗
一
郎
青
森
県
知
事
、
西
秀
記
青
森
市
長
な
ど
の
来
賓
が
多
数
出
席
し
た
。
道
路
整

備
に
対
す
る
意
見
発
表
、
役
員
の
一
部
改
選
等
が
行
わ
れ
、
実
施
中
期
計
画
の
速
や
か
な
策
定
な

ど
を
求
め
る
大
会
決
議
の
採
択
を
行
っ
た
。

決
議
朗
読

決
議
朗
読

森山慶一
全国大会実行委員会

副委員長

青
森
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長

『全国道路利用者会議 第74回全国大会』を青森県で開催『全国道路利用者会議 第74回全国大会』を青森県で開催

来
賓
紹
介

来
賓
紹
介

《
参
議
院
議
員
》

滝
沢
求
、
田
名
部
匡
代

【
祝
電
】

《
参
議
院
議
員
》

滝
沢
求
、
田
名
部
匡
代

《
市
町
村
長
》

井
本
宗
司
福
岡
県
大
野
城
市
長

〈
敬
称
略
〉

【
国
土
交
通
省
】

山
本
巧
道
路
局
長
、
西
村
拓
東

北
地
方
整
備
局
長

【
青
森
県
】

宮
下
宗
一
郎
青
森
県
知
事
、
西

秀
記
青
森
市
長
、
寺
田
達
也
青

森
県
議
会
副
議
長

【
友
誼
団
体
】

西
田
義
則
（
一
社
）
日
本
道
路

建
設
業
協
会
会
長

【
高
速
道
路
株
式
会
社
】

由
木
文
彦
東
日
本
高
速
道
路
㈱

代
表
取
締
役
社
長
、
塩
梅
崇
中

日
本
高
速
道
路
㈱
建
設
企
画
本

部
建
設
企
画
部
長
、
西
岡
大
造

西
日
本
高
速
道
路
㈱
建
設
事
業

本
部
建
設
事
業
部
長
、
草
壁
郁

郎
首
都
高
速
道
路
㈱
計
画
環
境

部
長
、
南
野
智
一
阪
神
高
速
道

路
㈱
取
締
役
兼
常
務
執
行
役

員
、
森
若
峰
存
本
州
四
国
連
絡

高
速
道
路
㈱
取
締
役
常
務
執
行

役
員

【
国
会
議
員
・
代
理
】

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

来
年
、
我
が
国
は
戦
後
80
年

と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま

す
。
我
々
は
道
路
を
繋
ぎ
、
次

の
世
代
に
希
望
を
与
え
る
と
同

時
に
平
和
こ
そ
、
我
が
国
の
最

も
大
切
な
誇
り
う
る
こ
と
だ
と

い
う
こ
と
を
、
皆
様
方
に
も
今

一
度
、
振
り
返
っ
て
い
た
だ

き
、
今
後
の
日
本
の
あ
り
し
姿

に
も
、
今
日
ご
参
集
の
皆
様
の

魂
を
い
た
だ
け
れ
ば
こ
れ
以
上

の
幸
せ
は
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。


